
　　もりおか歴史文化館

　　岩手県盛岡市内丸1-50　019-681-2100

　　紫波町情報交流館(オガールプラザ内)

　　岩手県紫波町紫波中央駅前2-3-3　019-672-2918

　　遠野市立博物館

　　岩手県遠野市東館町3-9　0198-62-2340

　　花巻市博物館

　　岩手県花巻市高松26-8-1　0198-32-1030

　　後三年合戦金沢資料館

　　秋田県横手市金沢中野字根小屋102-4　0182-37-3510

　一、当連携の御城印は、上記販売先以外では販売しません。

　二、当連携の御城印は、全て１枚300円(税込)です。

　三、各販売先とも、休館日に御城印の販売はしません。

　四、御城印は印刷物です。販売先で題字の記帳は行いま

　　　せん。

　五、御城印の郵送販売は行いません。

　六、大量購入希望者には、購入理由を確認します。

　七、最新状況を確認のうえ、販売先まで足をお運びくだ

　　　さい。

　南部御城印プロジェクト事務局（八戸市博物館）

　青森県八戸市大字根城字東構35-1　0178-44-8111

　最新情報は「南部お城めぐりフェイスブック」

　　https://www.facebook.com/NanbuGojoinProject/

　旅のお供に「南部お城めぐりガイド」

　　https://hcm-hit.github.io/nanbu-castles-tours/

　リーフレットはこちらでダウンロード「八戸市博物館ＨＰ」

　　https://hachinohe-city-museum.jp/goods/

　　[１]　光信公の館

　　青森県鰺ヶ沢町大字種里町字大柳90　

　　0173-79-2535　※11-翌年4月は冬季休館・販売休止

　　[２]　鰺ヶ沢町中央公民館

　　青森県鰺ヶ沢町本町209-2

　　0173-72-2859　※11-翌年4月は販売休止

　　青森市中世の館

　　青森県青森市浪岡字岡田43　0172-62-1020

　　野辺地町立歴史民俗資料館

　　青森県野辺地町字野辺地1-3　0175-64-9494

　　七戸町観光交流センター

　　青森県七戸町字荒熊内207　0176-51-6100

　　[１]　史跡根城の広場本丸受付

　　青森県八戸市大字根城字根城47　0178-41-1726

　　[２]　八戸市博物館

　　青森県八戸市大字根城字東構35-1　0178-44-8111

　　史跡聖寿寺館跡案内所

　　青森県南部町大字小向字正寿寺81-2　0178-23-4711

　　三戸町立歴史民俗資料館

　　青森県三戸町大字梅内字城ノ下34-29　

　　0179-22-2739　※12-翌年3月は冬季休館・販売休止

　　二戸市埋蔵文化財センター

　　岩手県二戸市福岡字八幡下11-1　

　　0195-23ｰ8020

　　御所野縄文博物館

　　岩手県一戸町岩舘字御所野2　0195-32-2652

　　道の駅くじ「やませ土風館」

　　岩手県久慈市中町二丁目５番６

　　0194-66—9200(久慈市観光物産協会)
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御 城 印 販 売 先 情 報

①種里城（たねさとじょう）

⑬片寄城（かたよせじょう）

⑫高水寺城（こうすいじじょう）

⑯花巻城（はなまきじょう）

⑮土沢城（つちざわじょう）

②浪岡城（なみおかじょう）

③野辺地城（のへじじょう）

④七戸城（しちのへじょう）

⑤根城（ねじょう）

⑥聖寿寺館（しょうじゅじたて）

⑦三戸城（さんのへじょう）

⑧九戸城（くのへじょう）

⑨姉帯城（あねたいじょう）

⑩久慈城（くじじょう）

⑭鍋倉城（なべくらじょう）

⑪盛岡城（もりおかじょう）

⑰金澤城（かねざわじょう）

各種情報

御城印購入の心得

事務局



城あと見学の注意
　いくつかの城あとは整備中です。見学が難しい場合が

　ございます。また、城あとが私有地の場合もございま

　す。見学は十分配慮のうえお願いいたします。

難易度（城あと見学の目安）
　★☆☆☆☆ ＝整備済。見学をとてもしやすい。

　　　　　　　 城あとが小さい。地形の起伏が少ない。

　★★☆☆☆ ＝整備済。見学をしやすい。

　　　　　　　 城あとが大きい。地形の起伏が大きい。

　★★★☆☆ ＝整備中。見学をややしやすい。

　　　　　　　 城あとが小さい。地形の起伏が少ない。

　★★★★☆ ＝整備中。見学は容易ではない。

　　　　　　　 城あとが大きい。地形の起伏が大きい。

　★★★★★ ＝未整備。見学ができない。

　　　 　　　　城あとに近づくことが難しい。

①種里城
　所在地　：青森県鰺ヶ沢町大字種里町

　城　主　：大浦氏（津軽氏）

　年　代　：延徳３年(1491)-江戸時代初期

　難易度　：★★☆☆☆

②浪岡城
　所在地　：青森県青森市浪岡大字五所

　城　主　：北畠氏

　年　代　：1460年代-天正６年(1578)

　難易度　：★★☆☆☆

③野辺地城
　所在地　：青森県野辺地町内

　城　主　：野辺地氏ほか

　年　代　：築城年代不明-天正20年(1590)

　難易度　：★☆☆☆☆

④七戸城
　所在地　：青森県七戸町字七戸など

　城　主　：七戸南部家

　年　代　：14世紀後半-16世紀後半

　難易度　：★★☆☆☆

⑤根城
　所在地　：青森県八戸市大字根城字根城

　城　主　：根城南部家

　年　代　：建武元-寛永４年(1334-1627)

　難易度　：★★☆☆☆

⑥聖寿寺館
　所在地　：青森県南部町大字小向字館

　城　主　：三戸南部家

　年　代　：15世紀前半-天文８年(1539)

　難易度　：★★☆☆☆

⑦三戸城
　所在地　：青森県三戸町大字梅内字城ノ下

　城　主　：三戸南部家

　年　代　：15世紀-17世紀

　難易度　：★★☆☆☆

⑧九戸城
　所在地　：岩手県二戸市福岡字城の内など

　城　主　：九戸氏、三戸南部家

　年　代　：明応年間-寛永13年(1539）

　難易度　：★★☆☆☆

⑨姉帯城
　所在地　：岩手県一戸町姉帯字川久保・館

　城　主　：姉帯氏

　年　代　：築城年代不明-天正20年(1592)

　難易度　：★★★★☆

⑩久慈城
　所在地　：岩手県久慈市大川目町

　城　主　：久慈氏

　年　代　：文明年間-天正20年(1592)

　難易度　：★★★★☆

⑪盛岡城
　所在地　：岩手県盛岡市内丸

　城　主　：盛岡南部家(三戸南部家)

　年　代　：慶長年間-明治７年(1814)

　難易度　：★★☆☆☆

⑫高水寺城
　所在地　：岩手県紫波町二日町字古館

　城　主　：斯波氏、三戸南部家

　年　代　：建武２？-寛文７年(1335-1667)

　難易度　：★★☆☆☆

⑬片寄城
　所在地　：岩手県紫波町片寄字中平

　城　主　：片寄氏、中野氏

　年　代　：築城年代不明-天正20年(1590)

　難易度　：★★★★☆

⑭鍋倉城
　所在地　：岩手県遠野市遠野

　城　主　：阿曽沼氏、遠野南部家(根城南部家)

　年　代　：天正年間-明治２年(1869)

　難易度　：★★☆☆☆

⑮土沢城
　所在地　：岩手県花巻市東和町土沢

　城　主　：江刺氏

　年　代　：慶長17-寛文10年(1612-70)

　難易度　：★★☆☆☆

⑯花巻城
　所在地　：岩手県花巻市城内など

　城　主　：北氏、三戸南部家

　年　代　：天正19-明治６年(1591-1873)

　難易度　：★★☆☆☆

⑰金澤城
　所在地　：秋田県横手市金沢中野字安本館など

　城　主　：金沢右京亮、南部右京亮

　年　代　：14世紀後半-元和８年(1622)

　難易度　：★★☆☆☆
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⑦三戸城
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　南部氏一族の家紋は、二羽の鶴が向かい合う構図の向

鶴紋(むかいづるもん)です。双鶴紋の異称もあるこの家

紋を、南部氏一族が使用するようになった由来について

は複数の説がありますが、三翁昔語などの史料では、室

町時代の武将・南部光経に関する逸話を挙げています。

　応永18年(1411)２月、出羽仙北での安東氏との合戦に

出陣した光経は、二羽の鶴が舞い降り、九つの星が降る

縁起の良い夢をみました。

　これに因み、以降南部氏一族は、胸に九つの星（九曜)

を抱く二羽の鶴（向鶴）を家紋として使うようになった

と伝えられています。

　南部御城印プロジェクトとは、南部氏ゆかりのお城

が存在する市町村教育委員会などによる連携です。

　御城印と呼ばれる来城記念紙の販売を通し、お城の

認知度向上・観光振興・地域活性・研究推進に貢献す

ることを目指しています。

　御城印の売り上げの一部は、お城の維持管理や整

備・活用にあてられます。

　14世紀頃、甲斐から糠部(現在の青森県東部から岩手県

北部)に入部した南部氏は、郡中に分散し、それぞれの居

城を構えた(④・⑤・⑥)。これら南部氏一族は分家や家

臣、近隣の国衆と一揆を結び、広く北東北を治めた(②・

③・⑧・⑩・⑰)。

　15世紀中頃以降、隣郡へ侵攻を進めた南部氏一族を中

心とする一揆は、安東氏や斯波氏(⑫・⑬)を攻略し、領

土を拡げた。しかし、天正年間後期になると一揆の中で

も三戸南部方(⑦・⑤・豊臣軍)と九戸方(⑧・③・④・

⑨・⑩)の対立が顕在化し、両者は強く争った。三戸南部

家は豊臣軍の加勢を得て、九戸方に勝利し(天正19年

(1591)・九戸一揆)、名実ともに大名になった。

　大名となった三戸南部家は、南に拡がった領地(盛岡

藩)に合わせるように本拠を⑦三戸城から、⑧九戸城(＝

福岡城)・⑪盛岡城へ移した。中世城館の多くは廃城した

が、一部は支城や代官所に転用され、近世も利用された

(③・④・⑦・⑧・⑫・⑭・⑮・⑯)。

南部御城印プロジェクト 南部氏一族の歴史とお城南部家の家紋　向鶴紋
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